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はじめに�

　お雇い外国人教師であったＧ．Ａ．リーランドをわが国の体操教師として招聘・任免
する経緯については，これまで限定された資料に基づいて言及がなされてきている。�
　本稿では，第一にこれまでほとんど取り上げられることのなかったアメリカン・ボード関

係資料を主要な手がかりに，殊にリーランドの任免を巡る経緯について，新たに判明した事

実に基づいて明らかにして行く。第二の点は，当時わが国に招聘された数多くのお雇い外国

人教師たちが，キリスト教布教に対してどの様な感情を抱いていたのか－この時期のキリス

ト教普及の実態と布教活動について詳細に報告したリーランドの書簡を事例として－取り上げ，
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彼等お雇い外国人教師たちが専門教育を教える傍らキリスト教布教の度合にも深く配慮し，

わが国のキリスト教布教のどの様な点に関心を持ち，アメリカ本国に何を伝えようとしたの

かを詳しく検証し，この分野で彼等が担った特別な役割を明らかにしようとするものである。�

�

�
１．アマースト大学とアメリカン・ボードの結びつき�

　ボストンは学問の都である。新大陸移住後間もない１７世紀に，早くもハーバード大学が設

立されたほどである。当初は会衆派（＝組合派）の男子修道院として創立され，その目的は「イ

ギリス人とインディアンの若者に知育と敬神を教える」こととされていた。この学校を卒業

した者はプロテスタントの聖職者になるのがふつうだった。旺盛な知的好奇心は，ニューイ

ングランドの伝統的な信仰にもメスを入れることになる。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　１９世紀のボストンは，新興のユニテリアン派がボストンの宗教と言われるほどに勢力を広

げて来つつあった。ユニテリアン派は，キリストの神格，つまり三位一体の教義を認めない

という自由神学の思想を掲げ，組合派に比べて芸術や娯楽に関して寛容であった。１８２５年に

は，アメリカ・ユニテリアン協会が結成されるに伴って，ニューイングランドの教会は続々

と組合派から離脱して１８４０年には１３５の教会がユニテリアン派に加盟していった。ハーバー

ド大学も徐々にユニテリアン化し，１８３８年にはすでに教授の大半はユニテリアンであったと

言われている。結果としてハーバードは当時ユニテリアンの牙城となっていった。�

　このユニテリアンは社会意識と人道主義の精神が旺盛で，奴隷制廃止にもいち早く乗り出

すことになる。エマソンなどの超絶主義者たちも，伝統的なカルヴィン主義に反逆した点で

ユニテリアン的な傾向を強くしていった。これに対してニューイングランドの伝統的正統派

神学を守る立場から１８０７年に創立されたのがアンドーヴァー神学校であり，また１８３２年創

立のアマースト大学であった。�

　１９世紀の中葉には，アマースト大学は聖職者を最も沢山輩出した大学であったと言われて

表１　独立前に設立された大学と宗派�
（『アメリカ・キリスト教史』より引用）�
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いる。とくに１８６８年新島襄が在学した当時のアマースト大学の学生数と，陪餐会員数，牧師

志願者数，宣教師志願者数について興味深い統計を，北垣宗治はホランド文書※のなかで指摘

を１）している。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　この表が作成された当時はホランドが四年生，新島が三年生の時の統計であり，新島のク

ラスは他のクラスに比べて陪餐会員数は少ないが，牧師と宣教師志願者数では断然他のクラ

スを引き離していることがわかる。�

　ローバート・ヘンリー・ディヴィス，オーティス・ケーリー・Ｊｒ（１８５１－１９３２），アー

サー・ウィリス・スタンフォード，ホレイテオ・Ｂ・ニューウェル，フランク・アランソン・

ロンバード，といったアマーストの卒業生はすべてアメリカン・ボードの宣教師であったこ

とからも判る様に，アマースト大学とアメリカン・ボードは当時非常に密接な関係にあった

ともいえる。宣教師たちはしばしばアマーストを訪れて宣教先での体験を語って，若い学生

たちを鼓舞したことが，新島やホランドの手紙に反映している。アメリカン・ボードの大会

がニューイングランドで開催される時には，アマーストの学生が大挙してそれに参加する習

慣があったといわれている。�

表２　ＲＥＬＥＧＩＯＵＳ ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＳ ＡＭＨＥＲＳＴ ＣＯＬＬＥＧＥ （１８６８－１８６９）�

図１　アマースト・グループとアメリカン・ボードの関係�

アメリカン・ボード�

アマースト大学�

体操伝習所� 同 志 社 �

フィリップス・アカデミー�

Ａ．ハーディー、新島襄�Ｎ．Ｇ．クラーク、Ｅ．Ｋ．オルデン�
Ａ．ハーディー�

Ｊ．Ｈ．シーリー、Ｅ．ヒッチコック、�
Ｗ．Ｓ．クラーク、Ｓ．Ｅ．ヘリック、�

伊沢修二、Ｇ．Ａ．リーランド�

坪井玄道、平岩愃保�

新島襄、Ｄ．Ｗ．ラーネッド�

Ｍ．Ｌ．ゴードン�

Ｗ．Ｊ．ホランド、Ｇ．Ａ．リーランド�
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２．お雇い外国人教師リーランドの任免を巡るアメリカン・ボードの関与�

１）リーランドの招聘�

　コングリゲーショナルの資料を手がかりに詳細な検討を行った安田の最近の研究２）によれ

ば，以下の様である。�

　明治九（１８７６）年十月五日，アメリカでもっとも由緒ある宣教師海外派遣団体アメリカン・

ボードのその年の大会がコネチカット州ハートフォードで開かれた。その大会の壇上に田

中不二麿が登場したのである。そのことがアメリカン・ボード幹事をいかに興奮させたか。

幹部の一人が，「われわれの歴史の中でもっともスリリングな場面の一つだった」と述べ，

明治九（１８７６）年十一月二日付　以下の様な，日本宛て書簡を送っている。�

　不―二―麿―は―ア―メ―リ―カ―ン―・―ボ―ー―ド―の―全―面―的―支―援―を―得―て―，―日―本―で―は―じ―め―る―体―操―の―指―導―者―と―し―て―
リ―ー―ラ―ン―ド―と―い―う―若―い―お―雇―い―教―師―を―獲―得―し―た―。―ボ―ー―ド―が―彼―を―推―薦―し―た―理―由―の―一―つ―は―，―「―耶―
蘇―教―風―の―高―志―あ―る―人―」―ということであった。�

　ボードの幹部は，日本にいる宣教師に宛て，「―不―二―麿―が―，―ミ―ッ―シ―ョ―ン―の―意―向―に―沿―っ―た―形―
で―，―文―部―省―内―で―窃―か―に―人―員―の―配―置―転―換―を―行―っ―て―い―る―。―」―と，その興奮ぶりが伝わってくる

ような手紙を出している。（傍線：筆者）�

　と述べ，上で指摘した一連の資料を駆使して，これまでの先行研究では取り上げられなか

ったリーランド招聘に関わる隠れた部分を見事に描き出している。�

　彼は在任中，生徒の身体発育の測定について優れた統計資料を提供した他に，体操の指導

書を作成するなどわが国の体育指導の為に多大な貢献をなした。体操伝習所でのリーランド

の任期は，当初２年間の約束であったが，日本政府は契約期間を更に１年延長した。�

�

２）リーランドの任免�

　またリーランドが体操教師の職務を解かれて帰国をする際の経緯に関しては，来日アメリカ人

宣教師関係資料の精緻な分析を行った本井の研究が見られる。�

　１８８０年９月２７日付　Ｍ．Ｌ．ゴードン書簡３）によれば。「―１―８―８―０―年―秋―，―日―本―ミ―ッ―シ―ョ―ン―は―リ―ー―ラ―ン―
ド―を―ミ―ッ―シ―ョ―ン―専―属―の―医―師―と―し―て―採―用―し―た―い―旨―の―要―請―を―行―っ―て―い―た―。―医―師―の―ゴ―ー―ド―ン―が―こ―の―件―を―
リ―ー―ラ―ン―ド―に―打―診―し―た―と―こ―ろ―，―直―ち―に―職―務―に―つ―く―意―志―が―な―い―と―の―返―事―が―返―っ―て―来―た―為―に―，―こ―の―件―は―
実―現―す―る―こ―と―な―く―立―ち―消―え―と―な―っ―た―。―一方ボストンのミッション本部側では，１―８―８―０―年―１―０―月―２―日―
付――Ｎ―．―Ｇ―．―ク―ラ―ー―ク―書―簡―に―お―い―て―，―リ―ー―ラ―ン―ド―が―日―本―政―府―と―の―契―約―期―間―を―１―年―間―延―長―し―た―動―向―を―す―
ば―や―く―察―知―し―，―ゴ―ー―ド―ン―に―対―し―て―は―，―採―用―は―問―題―外―で―あ―る―と―の―回―答―を―行―っ―て―い―た―」―事実が明らかに

なった。ミッションの要請に応じて，リーランドがそのまま日本に残った場合を想定するとわが国

の体育の様相が一変する事態が生じていたであろうことは容易に想像される。（傍線：筆者）�

�

�
３．リーランドの明治日本への関心－「キリスト教布教の実態」に関する報告�
　　～「日本からの個人的な親しみのこもった手紙」（１８８０年１０月１７日付）４）�

　リーランドがキリスト教について直に言及した資料はほとんど見かけられない。筆者がこ

れまでに精力的に資料調査を行ってきた結果，唯一入手できた一点限りの書簡である。この

書簡が発せられた時期から推測して，日本ミッションが彼をミッション専属の医師として採
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用したい旨の打診をし，ゴードンを経て断りの意志を伝えて来た直後のものと云える。教派

から受けた強い要請に対して，それを断ってしまったという良心の呵責と同時に彼自身の目

的を達成させたいという強い気持ちが入り交じった複雑な胸の内が容易に想像される。こう

した複雑な気持ちを紛らすかの様にボストンで牧師を務める親友であるヘリックに宛て，わ

が国におけるキリスト教布教の実態を以下の書簡で詳しく述べている。�

　まず。冒頭部分にこの書簡の性格について述べられている。�

�

　「日本からの個人的な，親しみをもった手紙」表題（タイトル）の次に４行程に渡って書

簡の主旨が冒頭で述べられている。彼の親しかった友人たちへも配付された模様である。�

�

　以下の興味深い記述は，「―ボ―ス―ト―ン―の―マ―ウ―ン―
ト―・―バ―ー―ノ―ン―教―会―（１８７４年９月２４日新島襄がア

ンドーヴァー神学校を卒業して，正規の牧師の

資格を与えられた場所。この教会の位置はマサ

チューセッツ・アヴェニューのチャールズ川に

架かっているハーバード橋のボストン側のたも

との東側である。筆者註）の―牧―師―で―あ―る―ヘ―リ―ッ―ク―
博―士―宛―に―，―彼―の―教―区―民―で―あ―る―，―東―京―の―国―立―大―学―に―
勤―務―す―る―医―学―教―授―が―出―し―た―手―紙―の―一―部―で―あ―る―。―�

　こ―れ―は―，―内―務―大―臣―の―要―請―に―よ―り―，―友―人―た―ち―へ―の―
個―人―的―な―配―付―に―供―す―る―も―の―で―す―。―印―刷―は―さ―れ―ま―
し―た―が―，―出―版―は―さ―れ―て―い―ま―せ―ん―。―」―と説明が付

されている。（傍線：筆者）�

図３　ボストンの市街図�

図２　日本からの個人的な�
　　　親しみのこもった手紙�
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書簡の全容を示すと，およそ以下の通りである。�

�

１７　加賀屋敷　１８８０年１０月１７日　　日本，東京にて�

�

拝啓　ヘリック　様�

　２週間ほど前に，江戸の大通りである銀座を通っていたとき，私達の注意は，外国人

が明らかに何かを売っていると思われる露店（日本では常設している露店もあります）

の前の人だかりに向けられました。それは異様な光景でした。というのも，東京の外国

人居留地の外で，外国人が商売をすることは許されていなかったからです。また，外国

人は，政府に雇われているか，教育目的の為の特別な許可を得ていない限り，居留地の

外に住むことも許されていませんでした。問い合わせてみて，アメリカ聖書協会の代理

人の露店だということが，分かりました。彼―等―は―，―一―日―平―均―２―０―０―部―の―聖―書―を―売―り―，―今―月―
２―日―ま―で―に―１―８―，―０―０―０―部―が―売―れ―ま―し―た―。―唯一困ったことは，需要を満たす程早く印刷機が回

転しなかったことです。この中で最―も―安―価―な―本―は―，―日―本―語―の―最―も―平―易―な―表―記―法―で―あ―る―「―か―
な―」―に―よ―っ―て―書―か―れ―た―マ―タ―イ―に―よ―る―福―音―書―で―１―銭―で―売―ら―れ―て―い―ま―し―た―。―これが紙代，印刷

代にもならないのは言うまでもありません。しかしこの表記法と価格のおかげで，最も

下層にいる人々の手元にも届き，また６１／４銭で客を２．５マイルも走って運んだりする

人力車夫や，月―に―た―っ―た―４―円―（―円―は―日―本―の―ド―ル―に―相―当―）―し―か―得―て―い―な―い―下―級―労―働―者―も―，―聖―
書―を―手―に―す―る―こ―と―が―で―き―る―の―で―す―。―これらの本の価値は，その他に，１０銭，２５銭，５０

銭などの聖書があり，値―段―が―高―く―な―る―と―共―に―表―記―法―も―高―度―に―な―り―，―５―０―銭―の―も―の―は―，―一―般―
的―な―文―献―で―使―用―さ―れ―て―い―る―漢―字―・―か―な―交―じ―り―で―書―か―れ―た―旧―約―・―新―約―聖―書―で―す―。―�

　これは，全ての学術書の表記法で，この聖書は，最も上流階級の教育を受けた人々の

注目を集めることを意図していました。というのも，中―国―語―に―堪―能―な―優―れ―た―学―者―で―あ―る―こ―
と―は―，―最―も―高―度―な―教―育―を―受―け―た―こ―と―の―証―だ―か―ら―で―す―。―偉―大―な―仕―事―を―し―た―の―は―，―ア―メ―リ―カ―聖―
書―協―会―だけではありません。ス―コ―ッ―ト―ラ―ン―ド―聖―書―協―会―も，大きな成功を収め，恐らくアメ

リカ聖書協会に匹敵するほど偉大な業績を残したと言えるかも知れません。そして今，

この大きな成功を喜びながらも，わずか１年程前に，宗教書籍行商人が「売れない」と

こぼしていたことを思い起こさなければなりません。こ―の―「―神―の―御―言―葉―」―（―聖―書―：―筆―者―注―）―
の―大―規―模―な―配―布―が―神―の―教―え―と―導―き―の―も―と―で―ど―れ―ほ―ど―大―き―な―価―値―を―有―し―て―い―る―か―は―計―り―知―れ―
ま―せ―ん―。―日―本―に―は―，―貧―し―い―人――々，―女―性―，―子―供―達―の―た―め―の―読―み―物―は―ほ―と―ん―ど―あ―り―ま―せ―ん―し―，―
そ―の―本―質―に―お―い―て―，―高―い―道―徳―性―を―持―ち―，―精―神―を―高―め―る―よ―う―な―読―み―物―が―全―く―あ―り―ま―せ―ん―。―女

性は，概して，教育を受けておらず，少しは読めたとしてもせいぜいその程度で，女性

向けの本は，妻や母の努めについてだけ扱ったものです。また，子ども向けの物語本は，

あまりにも意図的であり，家に置いておく気にもなれません。日本語を専攻している大

変立派な若いイギリスの学生が，日本の「ガリヴァー」から「日本のアジア的社会」を

抜粋したものを翻訳してくれました。彼は，その他の部分は，あまりにも反道徳的なので，

文明国のほんの一握りの人達にしか分らない言語で隠しておいた方がいいと言っていま

した。日本人は，大変「読書家」です。週に２，３度巡回図書が，使徒の住む地区を訪

れます。文字通りのこの巡回する図書は，何十册もの本が大きな緑の布に包まれて，一

人か二人の男の背に掛けられて，やって来るのです。そう言った男たちは，町の至とこ
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ろで見かけることが出来ます。それなら，このすばらしく売れた聖書の数から，何かを

期待しないでいることなど出来ましょうか？（傍線：筆者）�

　現―地―の―キ―リ―ス―ト―教―徒―は―，―宣―教―師―に―よ―る―援―助―や―煽―動―な―ど―に―よ―る―，―高―い―道―徳―性―を―有―す―る―読―み―
物―の―必―要―性―に―気―づ―き―ま―し―た―。―この手紙とともに，今―月―（―１―０―月―）―１―１―日―に―そ―の―第―一―号―が―発―刊―
さ―れ―た―月―刊―の―宗―教―雑―誌―（―『―六―合―雑―誌―』―の―創―刊―号―の―こ―と― ―筆―者―註―）―を―送―り―ま―す―。―編―集―長―は―敬―
愛―な―る―小―崎―氏―で―，―彼―は―京―都―に―あ―る―外―国―伝―導―神―学―校―の―ア―メ―リ―カ―理―事―会―の―昨―年―の―卒―業―生―で―す―。―
同氏はまたこの立派な市の中心地に１３人の信徒からなる教会を持っています。幾人かの

現地のキリスト教徒と二人の優れた宣教師であるフルベッキ博士とファウルド博士がこ

の雑誌に投稿することになっています。お送りした雑誌に，「人間の起源」についての

ファウルド博士の記事が載っていることにお気付き頂けるでしょう。彼はモース教授と

闘った人であり，日本の「Ｐｕｎｃｈ」また「Ｐｕｃｋ」が，彼に十字架の形を真似た人々に向

かって説教させたとされており，双方ともに，互いが間違っていると論争しています。（傍

線：筆者）�

�

　野外集会�

　最近東京で建造された教会の牧師である敬愛なる小崎氏が，１０日前に私を訪ねてきて，

寄稿論文を提供してくれました。見出しは，「日本人のキリスト教徒は，１５，２０年の

発展過程を経て，キリスト教の祝福と慰めとを享受して来たので，自らの立場を知らしめ，

はっきりとした姿勢と態度を示す時期が訪れたと考えるに至った」となっています。そ

の様な経緯から，今―月―１―１―、―１―２―日―，―上―野―公―園―（―精―養―軒― ―筆―者―註―）―で―説―教―等―の―目―的―で―，―野―外―
集―会―を―開―く―こ―と―が―決―定―さ―れ―ま―し―た―。―（傍線：筆者）�

　精養軒の敷地が借り上げられました。というのもこのホテルは，政府の非常に重要な

部局である「開拓使」の長官である黒田氏によって所有・経営されているからです。ま

た東京市は，中央政府と同様，その様な集会の可能性を保証するために，許可もしくは

無関心を示さなければなりませんでした。両当局は，また東京で最も大きな仏教寺の比

較的高い地位にある僧侶が，キリスト教徒の野外集会を妨害するのではないかと恐れて

いましたが，その様なことはありませんでした。また集会の２日目に音楽を提供するた

めに，当局は海軍の楽団を雇いましたが，結局，楽団は現われませんでした。小崎氏が

言うには，当局は，その様な友好の情は公には示したくないということです。１１日がや

って来て，雨の日となりました。そのため野外集会が実行不可能となりましたが，一つ

のお話しだけはほとんど最後まで行われ，傘をさした聴衆が聞き入りました。集会は引

き続き大きな食堂で開かれることになり，満員の衆の中で説教が何時間も続けられました。

翌日は，比較的天候に恵まれましたが，その時期いつもそうであるほど心地よい天気で

はありませんでした。野外集会は，午前９時から１２時まで，そして午後１時から５時ま

で開かれました。私どもは２時３０分頃に訪れました。会場に向かっていたとき，夥しい

数の人力車と人だかりが，何か常ならぬ興味深いことが起こっていることを示していま

した。さらに後方には，おそらく長さ８フィートの，幅２．５フィートの大きな白い布が

あって，そこには縦書きで「イエスの宗教・・偉大なる説教の会場」と書かれていました。

この布の丁度下で，一人の日本人の大きな声がし，私達の注目はそこに集まりました。

その人は，石段の頂上から多くの人に向かって，ひどく真剣に話しをしていました。彼
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の頭上には，大きなブロンズ製の仏像があって，彼を静かに見下ろしていました。高さ

１５フィートもあろうかというその仏像は，円光の代わりとして，頭の後におおきな金輪

をつけていました。しかしこれは会場から溢れ出たものたちの集会といった様なもので

した。さらに遠くの方に会場があったのです。横―浜―の―コ―ー―レ―ル―（―メ―ソ―ジ―ス―ト―監―督―教―会―の―教―
師―。―１―８―７―３―年―６―月―来―日―。―当―時―は―横―浜―美―会―神―学―校―（―後―に―青―山―学―院―と―改―め―た―。―）―の―教―授―で―あ―っ―
た―。―筆者註）さ―ん―と―い―う―方―が―，―説―教―を―し―て―い―ま―し―た―。―私の側にいた宣教師が，次の引用を

同時通訳してくれました。「なにびとも未来を知ることはできない。」しかしまあ，な

んという興味深い聴衆でしょう！前部の席には，何百人もの女子生徒，すなわち以前手

紙に書いた伝道女学校の学生がいました。制服を着て武器を携帯している兵士，ゆった

り垂れた奇妙な色の職服を着て，頭を剃った異教徒の僧侶，やはり頭を丸めた未亡人，

お歯黒の既婚女性，鮮やかな色の服を着キリスト教徒である津田氏がそこにいる人々の

数を推測して欲しいと私に頼みました。私は「２千人だよ」といいました。彼は「ああ，

そうだね。」もし彼らが皆外国人だったら君の言うとおりだろう。でも日本人は非常に

礼儀正しい国民で，互いに非常に接近して座ることができるから，３千人いると見てい

いよ。」と言いました。午後になって，礼拝のある部分に出席した人々は，４千人以上

いると推定されました。（傍線：筆者）�

　コーレル氏のお話の後，「戴冠式」が英語で歌われました。外国人の宣教師達からなる

壇上の大聖歌隊が豊かな音色で「全ての人の主キリストに冠を」と歌って，最高潮に達し

た時このモンゴル人の主催者の感情は溢れだし感激の余り気絶しそうになりました。し

かし音楽会での試みの様な音楽的なものはありませんでした。おそらく貴方は，どの様

な感情がこの歌によって呼び覚まされたか想像がつくでしょう。それから私たちの友で

ある平―岩―氏―（―体―操―伝―習―所―で―，―理―科―担―当―兼―務―を―命―ぜ―ら―れ―，―他―に―体―育―学―も―講―義―し―た―。― ―筆―者――
註―）―が―紹―介―さ―れ―ま―し―た―。―外国人のお話しを聞くと言うアトラクションが終わり，何百人

かの人々が立ち去りましたが，其れでも尚多くの聴衆が残っていました。おそらく２千

５百人位いたと思います。彼のお話しの間中ずっと，誰もが静かに整然としており，妨

害も反対行動もなく，皆が注意を向けていました。そして，平岩氏が着席すると，聴衆

は皆，深々とお辞儀をしました。（傍線：筆者）�

　その日は，多くの聖書や宗教書が売られ，何千もの小冊子が配布されました。政―府―が―
こ―の―様―な―集―会―を―開―く―こ―と―を―許―可―し―，―ま―た―公―共―の―印―刷―機―が―キ―リ―ス―ト―教―の―た―め―に―使―用―さ―れ―る―こ―
と―や―，―日―刊―紙―に―広―告―が―載―る―こ―と―を―許―可―し―，―先―に―述―べ―た―様―な―こ―と―全―て―が―今―実―際―に―起―こ―っ―て―い―
る―このときに，感謝の念とともに喜び表わすことがふさわしくないということがありま

しょうか？�

敬具�

�

Ｇ．Ａ．リーランド�

�

　尚，書簡の最後にこれを受けたボストンのミッション本部の幹事　Ｅ．Ｋ．オルデンの名で

コメントが付されている。�

�

　日―本―の―キ―リ―ス―ト―教―徒―た―ち―，―ま―た―宣―教―師―協―会―と―は―正―式―に―は―関―わ―り―を―持―た―な―い―が―，―キ―リ―ス―ト―
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教―徒―の―行―動―に―心―か―ら―の―共―感―を―抱―き―，―大―日―本―帝―国―中―に―キ―リ―ス―ト―の―王―国―を―広―め―よ―う―と―尽―力―し―て―
い―る―国―公―立―学―校―の―教―師―た―ち―の―こ―と―を―，―ど―う―か―心―に―お―留―め―置―き―下―さ―い―。―（傍線：筆者）�

Ｅ．Ｋ．オルデン�

（アメリカン・ボード幹事）�

　ボストン　Ｍｉｓｓｉｏｎａｒｙ Ｒｏｏｍｓより�

　１８８０年１２月�

�

　リーランドは，当時日本におけるキリスト教布教の実態を，以下の様に捉えていたことが

わかる。�

　一つには，聖書が短期間に余りにも驚異的な売り上げを示したことに大変な驚きを持って

捉えていた。その理由として，下層階級の人々にも容易に入手できる安価な値段であったこと，

「かな」書きで読み易い内容であったことなどが考えられた。�

　二つには，日本には貧しい人々，女性，子供たち向けの高い道徳性を持ち，精神を高める

ような読み物が，明らかに不足していたが聖書の配布により一気にこれが解消される様にな

った。�

　三つには，聖書の印刷・出版はアメリカ聖書協会とスコットランド聖書協会が手がけた。�

　四つには，現地のキリスト教徒は，宣教師による援助や煽動などによる高い道徳性を有す

る読み物の必要性に気づいた。１０月１１日に月刊の宗教雑誌『六合雑誌』が創刊された。編

集著は，小崎弘道（同志社卒業生）であった。二人の優れた宣教師であるフルベッキとファ

ウルド（「人間の起源」について，モースと論争をした人物）がこの雑誌に寄稿していた。�

　最後に１０月１１，１２日の両日上野公園で説教を目的とした野外集会が開催された。壇上に

は横浜のコーレルが立ち，説教の後平岩愃保が紹介された。政府が，集会を開くことを許可し，

公共の印刷機がキリスト教の為に使用されることや，日刊紙に広告が掲載されることを許可

した寛容な態度に対して感謝の念と共に喜びを表わしていた。�

　また，彼の書簡を受け取ったアメリカン・ボード幹事オルデンの付記にも明らかな様に，

直接キリスト教の宣教活動が主たる任務ではなかったリーランドの様なお雇い外国人教師た

ちも常に日本でのキリスト教布教活動には深い関心を持ち続けていた事が窺える。�

�

�
４．Ｓ．Ｅ．ヘリックとリーランド�

１）ヘリック博士について�

　これまでの資料調査においては，リーランドが日本に滞在中の１８８０年１０月，加賀屋敷か

ら親しみを込めて手紙を送った相手であるヘリック博士に関する詳細は，不明であった。し

かし昨年（２００８年９月）筆者がアマーストを訪れた際に，かつてアマースト大学スペシャ

ル・コレクションズの責任者であったダリア氏から懇切なる資料提供を受けた。これによ

ってこれまで抱いていた疑問は，一気に解決することが可能となった。当大学に所蔵され

ている“Ａｍｈｅｒｓｔ Ｃｏｌｌｅｇｅ Ｂｉｏｇｒａｐｈｉｃａｌ Ｒｅｃｏｒｄ”１９７３，５）によれば以下の通りである。�

　ヘリックとアマースト大学の関係は非常に関わりが深く， 大学院においてそれぞれ修士号，

博士号の学位を取得している。  専門である神学を学ぶ傍ら， 聖職者としての資格を得て， 

１８６８年以降は，長老派教会，組合教会において，牧師を務めている。また１８９０年には，大
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学の同窓会の教派を代表する会長職も務めている。�

�

ヘリック・サミュエル・エドワード（Ｈｅｒｒｉｃｋ，Ｓａｍｕｅｌ Ｅｄｗａｒｄ）略年譜�

 １８４１年４月６日 ニューヨーク州サウザンプトンに生まれる。�

 １８５６～５９年 サウザンプトン・アカデミィー卒業�

 １８５９～６１年 ニュージャージー州オレンジ郡で教職に就く。�

 １８６１～６３年 プリンストン神学校において学ぶ。�

 １８６２年 アマースト大学文学修士取得。�

 １８６３年１０月１３日 聖職を授与される。�

 １８６３～６４年 ニューヨーク州のワッピンガーズ・フォールズ長老会派教会に�

  在職する。�

 １８６４～７１年 チェルシーのブロードウェイ・コングリゲーショナル（組合）教会に�

  在職する。�

 １８７１～１９０４年 ボストンのマウント・バーノン教会に在職する。�

 １８７８年 アマースト大学神学博士号を取得する。�

 １８９０年 アマースト大学長老派同窓会会長に就任する。�

 １８９８年５月２９日 『Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｅｙｍｏｕｒ Ｔｙｌｅｒの追憶』（アマースト大学教会）を�

  発表する。�

 １９０４年１２月４日 ボストンにて死去する。�

 主な著作物　『過去の異教徒』『１２～１８世紀の宗教活動』『中世の布教活動』ｅｔｃ．�

�

　さらにヘリックとアマースト大学を結びつける強固な状況証拠が見つかっている。�

　昨年資料調査で立ち寄ったボストン・パブリックライブラリーにおいて，下記のタイトル

名の刊本が発見された。これは『タイラー教授の追憶』（“Ａｎ ａｄｄｒｅｓｓ ｉｎ ｍｅｍｏｒｙ ｏｆ Ｗｉｌｌｉａｍ 

Ｓｅｙｍｏｕｒ Ｔｙｌｅｒ：ｄｅｌｉｖｅｒｅｄ ｉｎ ｔｈｅ ｃｏｌｌｅｇｅ ｃｈｕｒｃｈ ａｔ Ａｍｈｅｒｓｔ， Ｍａｙ ２９ ． １８９８”）６）と題

されたものであり，彼の業績，大学で担当した講義及び教会で行った説教等が取り上げられ

ている。Ａ５版，全２８ページ，アマースト大学教会によって刊行されたものである。タイラー

教授は，１８３０年度アマースト大学の卒業生であり，大学では主に古典語を教えていた。新島

が在学中，タイラーからギリシア語を習ったかは定かではないが，彼の説教は何度か聞いた

筈である。彼は理事会の委嘱を受けて，１８９５年『アマースト大学５０年史』を編纂している。�

�

２）帰国後の交流�

　リーランドとの親密な交流は帰国した後も継続して続いていた模様である。リーランド文

書の中で，書簡の部の後半に納められている。�

　１９０２年８月１０日付の書簡で，ダートマス大学医学部に集中講義の為出講した際に，ニュ

ーハンプシャー州ハノーバーに滞在したリーランドからヘリック博士に宛てて提出されたも

のであった。�

�

�

�
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　ヘリック博士宛書簡（１９０２年８月１０日）７）�

１９０２年８月１０日　ハノーバー�

拝啓　ヘリック博士�

　今週目に留まった　Ｃｌｙｄｅ Ｆｒｉｔｃｈ　の切り抜きを何点か同封致しました。その中の一

点は貴方のかつての教区民たちの切り抜きですが，他に全く興味を引くものでなければ

少なくとも貴方にとって微笑ましいものなのかもしれません。�

　現在私は，ダートマス・メディカルスクールの毎年恒例の勤務でこちらに来ております。

風光明媚な場所で，今までのところ今年の夏は非常に心地よく過ごせております。こち

らに来てから１０日目なのですが，あと４日で勤務終了となります。是非充実した夏休み

をお過ごしになって次学期に備えて十分健康を維持されることを願っております。貴方

の経験則がどのようにして発表されたのか存じ上げておりませんが，耳に入ってこない

ことからおそらく厄介なことにはなっていないのだと「考えております」�

ご多幸をお祈りしております�

敬具�

�

Ｇ．Ａ．リーランド�

�

　今週見て特に関心を引いたクライド川（スコットランド南部の川）の入江に関する記

事の切り抜きを何点か同封致しました。その中の一点は貴方のかつての区民たちのもの

をお送りしましたが，非常に興味があるものであれば満足していただけるかもしれません。

毎年恒例の夏季休暇期間中の集中講義で，二週間前ダートマス大学医学部に出講した先

からヘリック博士宛に暑中見舞いを投函しております。今夏は今のところ非常に気持ち

よく過ごしております。貴方もどうか，来期に備えて十分健康に留意され，充実した夏

休みを過ごされる様に願っています。貴方が実際の経験から発見された法則がどの様な

ものかは理解しかねますが，実際に私の耳に入っていないことからすると，特に問題は

起っていないと思っています。�

�

　　と述べ相手の健康を十分に気づかった親友としての二人の間柄が偲ばれる文であると云える。�

　残念ながら今のところリーランド文書に収められている書簡の中では，本稿で取り上げた

二件のみに限られている。�

�

�
おわりに�

　　すでに見てきた様に（１）お雇い外国人教師Ｇ．Ａ．リーランドを体操教師としてわが国

へ招聘・任免する際に，日米両国間の公式交渉ルート以外に一宣教団体によるアメリカン・

ボードが深く関与していた事実が窺える。�

　この宣教団体はお雇い外国人教師の推薦（＝人選），派遣の働きかけや新たな人事配置，

雇用期間の継続等に及ぶさまざまな場面において，大きな影響力を持っていた事実が明らか

になった。時としてボードが寄せる要求や意向は，正式な日本政府と相手機関との交渉より

も強力な権限を持ち，両者の計画を左右する程の大きな力を持っていた。�
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　（２）わが国に招聘されたお雇い外国人の一人であるリーランドがキリスト教布教のどの

様な点に関心を持ったのか，次に米国本国に何を伝えていたかが実際の報告に基づいて整理

すると凡そ以下の様にまとめることができる。滞在期間がわずか二年という短期間にもかか

わらず実に詳細な情報を収集，提供していたことが判る。具体的には①聖書が出版されて短

期間にもかかわらず余りにも驚異的な売り上げを示したことに大きな驚きを持って捉えていた。

②日本では貧しい人々，女性，子供たち向けの道徳性に富んだ，精神を高めるような読み物

が不足していたが，聖書を配布したことによりこうした弊害が一気に解消された。③聖書の

印刷，出版はアメリカ聖書協会とスコットランド聖書協会が手がけた。④現地のキリスト教

徒は，宣教師が行う援助や煽動による高い道徳性のある読み物の必要性に気づいた。１０月１１

日，月刊『六合雑誌』（編集長　小崎弘道）創刊された。⑤１０月１１，１２日説教を目的とし

た野外集会が開催された。政府が集会開催を許可し，印刷物や日刊紙にキリスト教の広告掲

載を許可した寛容な態度に感謝の念と喜びを表わしていた。�

　書簡の最後に，これを受け取ったボストンのミッション本部の幹事Ｅ．Ｋ．オルデンが付し

たコメントに述べられている様に，アメリカン・ボードとは直接的に関係していないけれど

もキリスト教徒が採る行動に同意し，日本国内にキリスト教を布教しようと力を尽くしてい

るお雇い外国人教師たちが実在することをしっかり記憶してほしいことを伝えている。�

　以上の様に，本人は契約上の制約もあってキリスト教布教に関して積極的に関わる方法で

はないが，これを側面から援助をする形で，キリスト教布教が極めて順調に進展している模

様を忠実に報告していたことが明らかになった。お雇い外国人教師が担ったもう一つの役割

として付け加えることができる。�
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　尚，書簡文の判読が大変に難解であった為に，解読をお願いしご協力を頂いた山城俊昭氏，ノーマン・
ロジャー氏（ロンドン在住）には記してお礼申し上げます。�
�
Ｗ．Ｊ．Ｈｏｌｌｎｄ（１８４８－１９３２）新島襄はアマースト大学の学寮で３年間を過ごした。ルームメイトは，２
年目がＷ．Ｊ．ホランドであった。彼は新島より５歳年下であった。信仰の点からみて，また趣味からいっ
ても，新島はホランドとの親交を最も楽しんだ様である。ホランドはアマースト大学を卒業後は，諸学校
の校長，牧師などを務めた。後にウエスト・ペンシルヴァニア大学（現ピッツバーグ大学）の学長，博物
館長に就任した。１８８７年，日食観察のため来日した際，新島を京都に訪ねた。�


